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「学びの自立」・・・自分にとって興味・関心があり、価値があると感じられる活動を自ら選んで行うとともに、人の話をよく
聞いて、それを参考にして自分の考えを深め、自分の思いや考えなどを適切な方法で表現すること。
「生活上の自立」・・・生活上必要な習慣や技能を身に付けて、身近な人々、社会及び自然と適切にかかわり、自らよりよ
い生活を創り出していくこと。
「精神的な自立」・・・自分のよさや可能性に気付き、意欲や自信をもつことによって、現在及び将来における自分自身の
在り方や夢や希望をもち、前向きに生活していくこと。
＜学力の三つの要素＞・基礎的な知識・技能
　　　　　　　　　　　　　　　・課題解決のために必要な思考力・判断力・表現力等
　　　　　　　　　　　　　　　・主体的に学習に取り組む態度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）】より
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　　連携から接続へと発展する過程のおおまかな目安と教育委員会等の役割 　　園・所・学校ですべきことは？

　あなたの園・所・学校はどのステップですか？

　その（連携から接続へと発展させる）際、都道府県や市町村の教育委員会
等が上記の目安を参考にして、あらかじめ幼小の連携・接続に関する基本方
針や支援方策を策定し、各学校・施設はそれに基づき連携や接続のための
教育課程の編成・実施を進めることが望ましい。
　【幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）】より
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　今すぐ、連携が必要な園・所・小学校、または
市町（広域連合）教育委員会にご連絡を！
　山城教育局管内のすべての小学校で連携事業が行われて
います。

　連携・接続担当者を決め、連絡を取り合いま
しょう。ただし、連携は組織的に！
　幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続は、子どもたち
の発達や学びの連続性を保障するために欠かせません。組
織が一体となった取組が必要です。
　具体的な内容は、担当者間で協議します。

　さあ、連携・接続のためのカリキュラムの作成
です。
　カリキュラムの作成のために最も重要なことは、子どもたち
の発達の段階や特性に合わせた内容にすることです。
　このリーフレットは、そのためにあります。

　園・所はアプローチカリキュラムの作成、小学校はス
タートカリキュラムの作成のページを参考に発達の段
階に合わせた指導計画を作成しましょう。

　カリキュラムは、幼保小がつながったものと
なっていますか？
　接続のためにはお互いの教育・保育内容の理解が大切で

す。接続カリキュラムとは？、つながりをイメージす
るためにのページには「三つの自立」と「学力の三つの要
素」をつなぐ「学ぶ力」「生活する力」「人とかかわ
る力」の三つの力それぞれで、付けたい力や指導計画が

示されていますので、参考にしてください。

　ぜひ、各校・園・所の実践を発信、普及してく
ださい！
　すばらしい実践をありがとうございます！
　毎年、実践を振り返り改善しながらよりよいものとしてくださ
い。
　また、その実践を他の学校・園・所にも発信してください。機
会は、教育委員会や教育局で設定します。
　よろしくお願いします。

では、ページを開いて下さい！

ステップ０ 連携の予定・計画がまだ無い。
⇒地方公共団体が連携の重要性を理解するための教職員向け説明会・研

修会等を開催するなど、連携に向けた環境づくりが必要。連携・接続のた

めに各学校・施設同士の合意ができる環境を整えていく。

ステップ１ 連携・接続に着手したいが、まだ検討中で

ある。
⇒教育委員会等の支援のもと、各学校・施設に担当者を置き、定期的に意

見交換会を開催。意見交換の中から、交流授業、行事などを企画・実施

し、子ども同士の交流、教職員の交流を推進。その際、各学校・施設では

全教職員の理解と協力のもとで行われるよう留意。

ステップ４ 接続を見通して編成・実施された教育課程

について、実践結果を踏まえ、更によりよい

ものとなるよう検討が行われている。
⇒接続を見通した教育課程を編成・実施するとともに、学期末ごとや年度

末に事後の反省・検証を行うことにより、ＰＤＣＡサイクルを確立し、次年

度以降の改善につなげる。

ステップ２ 年数回の授業、行事、研究会などの交流

があるが、接続を見通した教育課程の編

成・実施は行われていない。
⇒年数回程度の授業、行事、研究会などの交流を年間指導計画などに

位置付けて実施。事前だけでなく事後の反省・検証を行うことで次につ

なげていく。教育委員会等の主催・支援のもと、接続を見通した教育課

程の編成・実施に向けた取組を始める。

ステップ３ 授業、行事、研究会などの交流が充実し、

接続を見通した教育課程の編成・実施が行

われている。
⇒恒常的な授業、行事、研究会などの交流に発展。連携の実践を踏まえ、

接続を見通した教育課程を編成・実施する。



小学校入学時

 なだらかな「段差」

「接続カリキュラム」とは
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アプローチカリキュラム

①親しみをもって挨拶する。

②自分の思いや考えを相手に伝えることの大切さを知る。

③相手の思いに共感したり認め合ったりすることで生活の充実感を味わう。

④遊ぶ時、話を聞く時など気持ちの切り替えができ、けじめがつけられるように

する。

⑤友達とともに活動し、思いを共感し、一緒にやり遂げた喜びや達成感を味わう。

⑥集団生活の中できまりを理解したり、自分たちでルールを決め遊ぶ。

⑦遊びの中でトラブルが起こった時、自分の気持ちを伝えたり、相手の気持ちを

受け入れたりしながら折り合いを付けられるようにする。

⑧友達や、小さな子どもなどに、思いやりをもって接する。

人とかかわる力

幼児期は「学びの芽生え（無自覚的な学び）の時期」、児童期は「自覚的な

学びの時期」であり、幼児期の教育と小学校教育とでは、学び方に違いがありま

す。子どもたちが、小学校入学時に「壁」を感じず、スムーズに小学校生活を始め

るためには、幼稚園･保育所、小学校が「つながり」を意識したカリキュラムを作成

することが必要になってきます。

「接続カリキュラム」とは、幼稚園･保育所、小学校がお互いの内容を理解し、

「育ちと学び」を円滑につなげるために作成する「アプローチカリキュラム」と、

「スタートカリキュラム」の総称を指します。

①友達と好きな遊びを見つけ、役割分担をしたり、

自分たちで遊びを展開したりしていく。

②自分が感じたことを絵などにしたり、体や声を使

って表現したりすることを楽しむ。

③言葉で伝えるだけでなく、考えや気持ちを文字で

伝えられることに気付く。

④数を取り入れた遊びを楽しむ。

⑤花や虫などの生き物に関心をもち、遊びに取り入

れたり、発見することを楽しんだりする。

⑥保育者の指示や合図を聞いて、集団行動ができ

学ぶ力

遊びの中で

数を覚えるよ!!

①生活の中にきまりやルールがあることを知り、主体的に生活した

り、用具・道具の安全な使い方等を知って、遊びに活かしたりする。

②活動に必要なものが自分で分かり、準備したり片付けたりする。

③トイレや手洗い場など、共有している場所を気

持ちよく使えるように、自分ができることを考えて

する。

④食べることに興味をもち、一定の時間内に友達

と楽しく食事をする。

⑤保育者の手伝いをしたり、自分で身の回りをき

れいにしたりすることで、心地よさを味わう。

生活する力

自分のことは

自分でするぞ！

スタートカリキュラム

①自ら進んで挨拶をする。

②自分の伝えたいことを相手に分かるように話す。

③相手の話を共感しながら最後まで聞く。

④集団行動の基本的な動きを知り、安全に楽しく

運動する。

⑤友達と協力して、一緒に活動する楽しさを知る。

⑥順番やルールを守って遊んだり、生活したりする。

⑦トラブルの対処法が分かり、自分たちで解決

しようとする。

⑧地域の人や上級生などへの接し方を考えて

かかわる。

人とかかわる力

①学びたいという意欲をもち、学習活動に積

極的に取り組む。

②自分の考えたことを様々な方法でのびの

びと表現する。

③正しくひらがなを読み書きする。

④１０までの数について読み書きができ、順

序が分かる。

⑤動植物など、自然に親しみと興味をもって

かかわったり遊んだりする。

⑥教師の話や指示を聞いて理解し、行動する。

学ぶ力

○アプローチカリキュラムとは
幼稚園・保育所での子どもたちの育ちや学びの芽生えを小学校につ

なぐために作成するカリキュラムです。小学校入学に向けて、言葉によ
る伝え合いや、協同する遊びなどの学びを高めていくことが大切です。
○スタートカリキュラムとは
小学校に入学した子どもたちがスムーズに小学校の生活や学びに適

応できるように作成する一年生入学当初のカリキュラムです。
小学校学習指導要領解説生活編には、「幼児教育との接続の観点か

ら、幼児と触れ合うなどの交流活動や他教科等との関連を図る指導は
引き続き重要であり、特に、学校生活への適応が図られるよう、合科的
な指導を行うことなどの工夫により第１学年入学当初のカリキュラムをス
タートカリキュラムとして改善することとした。」と示されています。

かずのべんきょう、

楽しいよ！

①集団生活をする上で、学校のきまりを守り、

安全に気を付けて生活する。

②自分の持ち物は自分で管理し、整理整頓す

る。

③トイレの使い方を知り、次の人のことを考えて

使用する。

④給食の準備や片付けの仕方が分かり、マ

ナーを守って好き嫌いせず楽しく食べる。

⑤掃除の進め方を理解し、協力して掃除をする。

生活する力

友達の分も

配るよ♪

一緒に遊べて

楽しかったよ♪

お姉ちゃん、

遊びを教えて

くれてありがとう！



※配慮と工夫のポイントの●は園・所の環境整備、○は指導、保育の留意点を示しています。

　アプローチカリキュラムの作成のための
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配慮と工夫のポイント
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時間の工夫

●修了近い時期に

は、小学校での生

活に配慮し、意識

的に学級全体での

活動を重ねる。

○登降園時の活動、

当番活動、昼食の

準備・片付けなど一

日の生活の流れを

把握し、自主的に

行動できるように工

夫する。

保育の工夫

●自然の不思議さを体験できる

よう、自然の素材や自然現象な

どを遊びに取り入れる。

○友達と目的を共有し、役割を

分担して一緒に遊ぶ中で、充実

感や達成感を味わい、意欲的に

生活できるようにする。

○友達と一緒に遊ぶ中で、考え

たり試したり工夫したりする経験

を重ねられるようにする。

○友達と互いに表現し合いなが

ら、歌や劇遊び、描画、言葉など

様々な表現のおもしろさを感じら

きまりへの適応と

安全への配慮
○みんなが気持ちよく過ご

すためにはルールが必要

なことが分かり、守ろうとす

る気持ちを育む。

○協同して生活する中で、

自分の気持ちを伝えたり、

折り合いを付ける経験を通

し自分の気持ちを調整した

りできるように支援する。

○交通ルールを守って行動

することや公共の場での行

動の仕方などを知らせる。

人間関係の配慮

●地域の人材や行事な

どを活用し、年少児や地

域の人々とかかわる機

会を多く設ける。

○学級全体で活動する

ことで、小さなグループ

では味わえない集団で

の遊びの楽しさや醍醐

味を感じられるようにす

る。

○小学生とかかわる中

であこがれの気持ちをも

てるように工夫する。

家庭との連携

●基本的な生活習慣の

確立のため、家庭との

連携を密にする。

●保護者に小学校入学

までの生活の見通しを

伝えるため、保護者会

や個人面談など情報交

換を行う。

●保護者の不安に対し

て、小学校と連絡を取り

合い対応できるような体

制を整える。

幼児期の経験を生かす配慮

●小学校児童へのあこがれの

気持ちや、小学校生活に期待

をもてるよう、小学生との交流

活動を積極的に行う。

●小学校の施設や生活の様子

を知ることで、入学への期待と

自覚をもてるように、学校見学

や学校体験を実施する。

●幼児期における指導の経過

を要録にまとめ、小学校へと引

き継ぐ。

●「三つの力」の視点で、子ど

もの育ちを確かめる。



スタートカリキュラム例（久御山町スタートカリキュラムより）

　カリキュラム事例（久御山町スタートカリキュラムより）

※配慮と工夫のポイントの●は学校の環境整備、○は指導の留意点を示しています。

　スタートカリキュラムの作成のための配慮と工夫のポイント 　
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時間割の工夫

●子どもの思いや願いの実

現に向けた活動をゆったりと

した時間の中で進めるため、

生活科や他教科との合科的な

指導を取り入れる。

●子どもの実態に応じて徐々

に４５分の授業に慣れるように

するため、入学当初はモ

ジュール授業を取り入れるな

ど、生活リズムを大切にした横

断的な時間割を工夫する。

授業の工夫

●これまでの子どもたちの経験

が生かされ、学習意欲が高まり

分かりやすい授業にするため、

体験的な活動や操作などを取り

入れる。

●子どもの興味・関心を大切に

した柔軟な発想の授業を構想

する。

○学習補助員などが授業に入

り、一人一人の子どもにきめ細

やかに対応する。

きまりへの適応と

安全への配慮
○きまりやルールの必要性や

大切さを考え、体験し、身に

付けられるようにする。

○きまりやルールは、安全面

に関するものを優先的に指導

する。特に登下校では、子ど

もが自分で危険を予測し、安

全に行動することができるよ

うに、場面や状況に即した安

全な行動を具体的に教える。

人間関係の配慮

●友達とのかかわりを軸に

子ども同士の人間関係が広

がるよう、学年や異年齢集団

などの活動を取り入れる。

○入学当初は、子どもたちが

不安を感じがちになる。毎日

の健康観察や下校時に声を

掛け、子どもとの信頼関係を

築くことを心がける。

家庭との連携

●入学式や懇談会の他、

連絡帳や学級だよりなど

で家庭との連携を図る。

●小学校生活を具体的

に紹介する機会をもつ。

●子どもたちの課題や保

護者の不安を把握し指

導に生かすため、個別相

談を積極的に行う。

幼児期の経験を生かす配慮

●環境の違いや個人差が大きいこ

とを踏まえ、視覚的表示や学習空

間以外のスペースの工夫など集中

しやすい学習環境を整える。

○約束を守り、大勢の友達と自分

たちのルールを作ったり、変えたり

しながら楽しく遊ぶことなど、入学ま

での経験や身に付けたことを生か

し、意欲をもって学習できるように

する。

４月７日（木）

朝学習

あいさつ
返事

健康観察
国
語

うたにあわせてあいうえ
お

算
数

かず　10までのかず
モジュール（10分）
１～２音さがし

かたづけ
道
徳
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しょうかい）

生
活
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国
語

うんぴつ　ことばさがし
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お

ひらがな「つ」

生
活

といれのつかいかた
生
活
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ジュール

国
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しせい　すわりかた　おく
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国
語

えんぴつのもちかた
ぐるぐるがき

オリエンテーション（教科
書に入る）

ちゅうかんやすみ

算
数

かず　　百玉そろばん
５までの合成分解

算
数

かず
算
数

かず
音
楽

うたでともだちをつくろう
こうかをうたおう

クレパスをつかって

生
活

かたづけ
学
活

げこうのしかた
図
工

ねんどあそび
生
活

がっこうめぐり
「にこにこがおをかこう」
（自画像）

そうじのしかた

きゅうしょくのよういのし
かた

きゅうしょく

ひるやすみ

そうじ

そうじのしかた

・ぞうきんのしぼりかた
・ほうきのつかいかた
・いすつくえのはこびかた

１校時

２校時

３校時

４校時

５校時

５日目

読み聞かせ 健康観察 健康観察

４月８日(金) ４月１１日(月) ４月１２日(火) ４月１３日(水) ４月１４日(木)

健康観察

１日目 ２日目 ３日目

健康観察

学
活

学
活

国
語

算
数

図
工

学
活

入
学
式

地域児童会

たいいそくてい
体
育

きがえかた
ならびっこ
ゆうぐのつかいかた

４日目

スタートカリキュラム作成の流れ
ステップ１ スタートカリキュラム作成のための事前の準備をする。

ステップ２ 子どもの発達の段階や特性を把握する。

ステップ３ 入学当初に子どもたちに身に付けさせたい力を話し合う。

ステップ４ どんな力、どんな習慣をいつまでに身に付けさせるか整理する。

ステップ５ 指導内容とその配列を決めスタートカリキュラムを作成する。
児童に付けたい力 教科等の目標

【道徳】　友達と仲良くし、助け合う。

【生活】　学校の施設の様子及び　先生など学校生
活を支えている人々や　友達のことが分かり、楽しく
安心して遊びや生活ができるようにするとともに、通
学路の様子やその安全を守っている人々などに関心
をもち、安全な登下校ができるようにする。

【国語】相手に応じ、身近なことなどについて、事柄
の順序を考えながら話す能力、　大事なことを落とさ
ないように聞く能力、話題に沿って話し合う能力を
身に付けさせるとともに、進んで話したり聞いたりし
ようとする態度を育てる。

【学活】　基本的な生活習慣の形成、　望ましい人間
関係の育成

○先生の話を聞くこと

ができる。

○トイレを使うことがで

きる。

○友達と仲良くできる。

学ぶ力

生活する力

人とかかわる力

４日目　さんすう「かず　10までのかず」
　　本時のねらい 
・２つのものの集まりの要素を１対１に対応づけ、数の多少を調べる。

・１から10までの数字を数と結びつけて読むことができる。
教材・
教具等

○百玉そろばんを用い
て数唱する。

百玉そろ
ばん

・数唱
○フラッシュカードで
　数を読む。

・数の数え方
・ドッツカード

・フラッシュカードでドッツ
　カードとともに数字を示し
　声に出させる。
・ドッツカードを用いること
　により、少しずつ数に対し
　ての抵抗感をなくしてい

く。
・数図ブロックをとったり並べ

たりする練習をさせる。
数図ブ
ロック

・教科書（Ｐ４,５）を開いて 教科書

　「指導上の留意点」では、配慮と工夫のポイントを「授業の工夫」は
「幼児期の経験を生かす配慮」は で表しています。

10
分

３　１対１対応 個別 ○教科書に数図ブロッ
　クをおいて数える。

時
間

指導内容
指導
形態

主な学習活動

５
分

１　復習 一斉

・２つのものの集まりを色別の数図ブロックに置き換え、数図ブロック同士を
１対１に対応づけて数の多少を調べる。

絵カード

５
分

２　数字 一斉 ○１～10までの数字と
　その読み方を知る。

フラッシュ
カード
ドッツ
カード

指導上の留意点

・入学までに子どもたちが身に
　付けた百玉そろばんの活動
　を生かし、意欲的に学習で
　きるよう支援する。



幼児期の教育の経験を生かしたスタートカリキュラム例
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１ ねらい

〇社会生活における望ましい習慣や態度を身に付ける。

２ 内容

〇友達と楽しく生活する中できまりの大切さに気付き，守ろうとする。

〇自分たちで生活の場を整えながら見通しをもって行動する。

３ 主な活動

・ルールのある遊び（鬼ごっこ・ドッジボール・トランプなど）を楽しむ中で，話し合いを通して，

負けても泣かない・押さない・並んで順番を待つなどのルールを学ぶ。

・「長い針が〇〇になったら片付けにしよう。」と話し合って決め，見通しをもって活動に取り

組む。

・みんなが気持ちよく使えるようにするにはどうしたらよいかを考え，使った遊具や用具をもと

の場所にきちんと片付ける習慣を身に付ける。

生活する力

１ ねらい

〇身近な人と親しみ，かかわりを深め，愛情や信頼感をもつ。

〇自分の思いや考えを相手に伝え，相手の思いも受け止めて，

共感したり認め合ったりして，伝え合う喜びを味わう。

２ 内容

〇親しみをもって日常の挨拶をする。

○自分の思ったことを相手に伝え，相手の思っていることに気付く。

３ 主な活動

・自分から進んで挨拶をする。

・行事の挨拶をする。

（開会や閉会のことばを、年長として人前で恥ずかしがらずにはっきりと話す。）

・誕生会でインタビュ—に答える。

・終わりの会で，その日の体験について、したこと・見たこと・思ったことを話す。

また，その日の活動をもとにどう発展させるか，明日どんなことがしたいかを仲間と相談

する。

人とかかわる力

１ ねらい

〇身近な環境に自分からかかわり，発見を楽しんだり，考えたりし，それを生活に取り入れた

りしようとする。

○人の言葉や話などをよく聞き，自分の経験したことや考えたことを話し，伝え合う楽しさを

味わう。

２ 内容

〇季節により，自然に変化があることに気付く。

〇見たこと，感じたこと，考えたことを自分なりの言葉で表現する。

３ 主な活動

第1時 絵本「ふゆめがっしょうだん」を読み，冬芽探しに出かける。

第２時 見つけた冬芽に名前をつける。

第３時 写真を使って冬芽カルタを作る。

（例：はっぱの赤ちゃん・アジサイの芽・ふさふさ毛が生えて

いるキウイフルーツの芽・つんつんとがった桜の芽など）

学ぶ力
１ 単元名

生活科 「さあ！みんなででかけよう」

２ 単元目標

安全に気を付けて、遊び場や野原に出かけて行き、みんなで遊びながら、人や自然と

触れ合うことができる。また、春の季節を感じ取ることができる。

３ 主な学習活動

第１時～第６時

・身近な公園を紹介し、いつもどんな遊びをしているか話し合う。

・春見つけに行く計画を話し合う。

第７時～第８時

・公園に行き、「どんなものがあるか」「どんな生き物や虫がいるか」

「どんなあそびができるか」を考え、楽しく遊んだり、春見つけをす

る。

・楽しかったことや発見したことを「みつけたよカード」に書き、

発表する。

学ぶ力

☆色だけでなく、形や

においなど様々な感

覚を織り交ぜるように

配慮する。

１ 単元名

国語科 「こんな いしを みつけたよ」

２ 単元目標

・必要な事柄を思い出したり、見て確かめたりして、姿勢や口形、声の大きさ

や速さなどに注意して順序立てて話すことができる。

・友達の話を興味をもって聞くことができる。

３ 単元設定の趣旨

理由を表す言い方として、「～からです。」を用いて話すように指導する。

４ 主な学習活動

第１時・２時

石の特徴を見つける。

第３時・４時

・自分の石の特徴を見つけ、付けた名前と理由を友達に話す。

・友達の発表を興味をもって聞く。

人とかかわる力

わたしのいしのなまえは、いも虫ちゃんです。

青くて、長丸でいも虫に似ているからです。

（触るとつるつるしています。）

☆名前・わけの順に話していることを確認する。

☆質問したい児童がいれば、「～ですか。」を

使って質問させる。

１ 資料名

道徳 「チャイムがなった」

２ ねらい

決められた時刻を守り、規則正しい生活をしようとする態度

を育てる。

３ 主な学習活動

・遊ぶことに夢中になり時間を守れない登場人物の気持ちを

考え、それぞれの気持ちをとらえる。

・登場人物はなぜ時間を守れないのか、その克服方法にも目

を向ける。

・どの場面でも時間を守ることが大切であることに気付く。

生活する力
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